








IgA 腎症は、その発生頻度が国によって異なり、遺伝性の因子の存在が疑われている。本

研究においては、本症患者とその家族においてIgAの産生亢進がどのような様式で認めら

れるかを検討し、併せてそのような IgA の産生亢進を生じさせる機序について検討した。

その結果、本症患者とその家族では液性および細胞性の IgA 産生亢進と平行してIgA 特異

的スイッチ T細胞が増加していることが示され、このような家族性の T細胞異常が本症の

成因の 1つであると考えられた。 


